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２０２２年１月１２日 

一般財団法人 住友生命福祉文化財団 

 

第１５回 地域医療貢献奨励賞 受賞者決定について 

 

一般財団法人住友生命福祉文化財団（理事長 藤戸方人）は、自治医科大学（学長 永井良三）

の後援を得て、医療に恵まれない地域における医療の確保と向上および住民の福祉の増進を図る

ため、地域医療に多大な貢献をされている医師を対象とする「地域医療貢献奨励賞」の顕彰を２００

７年度より実施しております。 

この度、第１５回目の受賞者６名が決定いたしましたので、ここに発表いたします。また、表彰式に

つきましては、２０２２年３月５日（土）に、都市センターホテル（東京都千代田区）において実施する予

定です。 

記 

１． 選考対象者 

 

永年に亘り、地域における医療の確保と向上及び住民の健康福祉の増進に著しい寄与・貢

献があるとして、都道府県から推薦のある医師。なお、自治医科大学出身者については、同大

学を卒業し、義務年限を終了した後も、離島、過疎地域、山村地域、特別豪雪地域に位置する

医療機関（※）又は地域医療を支援する部門（地域医療行政、へき地医療支援機構、へき地医

療拠点病院等）において通算５年以上勤務している満４０才以上の医師が望ましいが、これに限

定されるものではない。 

 

（※）離島振興法、山村振興法、過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法、豪雪地

帯対策特別措置法の指定地域等。 

 

２． 選考方法 

 

次の８名で構成する選考委員会にて審査・選考。（敬称略） 

自治医科大学 学長 （選考委員長）   永井 良三    

厚生労働省医政局 地域医療計画課長   鷲見 学 

総務省自治財政局 準公営企業室長          犬丸 淳 

自治医科大学 事務局長     志田 文毅 

自治医科大学 地域医療学センター長   松村 正巳    

自治医科大学 医学部審議監（兼）卒後指導部長  髙本 和彦      

住友生命保険相互会社 ブランドコミュニケーション部長  山中 斉  

一般財団法人住友生命福祉文化財団 常務理事  髙城 淳一 



2 

３．受賞者 （順不同、敬称略、年齢は２０２２年１月１２日現在） 

 

今 明秀（こん あきひで、６３歳） 

青森県 八戸市立市民病院・院長 

昭和５８年自治医科大学卒。青森県内で複数の病院・診療所においてへき地医療に携

わった後、埼玉県川口市立医療センター救命救急センターを経て平成１６年に八戸

市立市民病院救命救急センター所長に着任。県内各地において病院前外傷救護、二次

救命処置の講習会を主催するほか、八戸・上十三地域メディカルコントロール協議会

の検証医として地域の救急隊の活動をただ一人で１０年間検証するなど救急業務の

高度化に力を注いできた。平成２１年のドクターヘリ運航に際しては、県内すべての

消防本部を対象に研修会及び訓練を行うなど運航体制の構築に尽力し、県内の救急

医療システム高度化に大きく貢献。日本航空医療学会の会長及び理事に就任し、我が

国のへき地をカバーするドクターヘリの普及推進に尽力してきた。更に平成２２年

に八戸市立市民病院においてドクターカーの運用を開始、早期初期診療を実現し、特

に青森県に多い脳梗塞の治療成績を目覚ましく改善している。平成２９年には同院

院長に就任、累積欠損金を解消するなど経営面においても優れた手腕を発揮する一

方、フライトドクターとして月に数回ドクターヘリに搭乗するなど医療現場の第一

線でも活躍しており、長きにわたり救急医療の発展に尽力、地域医療を牽引してきた

功績は誠に顕著である。 

 

室岡 久爾夫（むろおか くにお、６６歳） 

山形県 町立真室川病院・院長 

昭和５８年山形大学医学部卒。平成元年に町立真室川病院整形外科診療部長として

着任、平成４年には同病院の院長に就任し、現在まで３０年の長きにわたり中山間地

に集落が点在する特別豪雪地帯の同町において、昼夜を問わず救急患者の診療を行

い、地域住民の命と健康を守り続けてきた。また、ヘルスケアーセンターまむろ川の

センター長として保健・医療・福祉の連携強化に努めるとともに、町民向けの健康づ

くり講演会、骨粗しょう症等の検診、特別養護老人ホームの嘱託医としての入所者の

健康管理にも尽力。加えて訪問診察、介護保険認定申請等に係る主治医意見書や訪問

看護師への指示書作成など、地域包括医療体制の充実と介護保険事業の円滑利用に

寄与。訪問診察や訪問介護についても、退院支援として病院の外来部門で取り組み、

訪問看護の空白地帯だった山形県北部において訪問看護ステーション新庄サテライ

トまむろ川が開所する際には、その設立や運営に尽力した。今般の新型コロナウイル

ス感染症拡大下においても検査・診察体制を整備し、行政と協力してワクチン集団接

種を計画的に行うとともに、接種会場に来ることのできない高齢者宅への訪問接種

を行っている。これらの取組みは、高齢者の尊厳を保持し、自立生活に対する支援に

よって住み慣れた地域で自分らしく暮らしていけるよう取り組んできた地域包括ケ

アシステム構築の歴史そのものであり、これに果たしてきた貢献は極めて大きい。 
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植草 義史 （うえくさ よしふみ、６８歳） 

茨城県 北茨城市民病院・院長 

昭和５５年自治医科大学卒。北茨城市立総合病院、城里町国保七会診療所での勤務

後、自治医科大学大宮医療センター（現 自治医科大学さいたま医療センター）を経

て平成３年に茨城県立中央病院に着任。平成１５年から同病院に設置されている茨

城県へき地医療機構の専任医師としてへき地診療所への巡回診療を定期的に実施す

るとともに、へき地医療計画の策定にあたり自身の経験を活かしながら様々な助言・

指導を行うなど中心的な役割を担っている。また、平成１６年より自治医科大学の学

外卒後指導委員として、平成３１年からは自治医科大学顧問指導委員として県の地

域医療の第一線で活躍する自治医科大学卒業医師の諸問題に係る調整や助言・指導

に尽力。現在は、県の修学生及び自治医科大学卒業医師向けのキャリア形成プログラ

ム（総合診療）の作成にも協力するなど県医師のキャリア形成構築に多大なる貢献を

している。加えて平成１８年より茨城県医師養成確保対策協議会（平成２１年度から

地域医療対策協議会）において、県内の医師不足解消に向けた施策の企画・立案にも

尽力。平成２４年に北茨城市立総合病院（現 北茨城市民病院）の院長に着任後は、

病院機能の向上と活性化を図るとともに、へき地医療拠点病院として県のへき地医

療に貢献。長きにわたり地域医療の充実に向け果たしてきた功績は誠に顕著である。 

 

中川 潤一 （なかがわ じゅんいち、６４歳） 

神奈川県 相模原赤十字病院・副院長 

昭和５７年自治医科大学卒。義務年限終了後、一貫して神奈川県の北西端、いわゆる

医療過疎地域の旧津久井郡の基幹病院である津久井赤十字病院（現 相模原赤十字

病院）で内科医・総合医として救急医療に従事し、地域住民に信頼と安心を与える医

療の提供に取り組んできた。また、この地域に点在する旧県立診療所（現 相模原市

立診療所）の医療支援を通して、在宅医療、在宅看取りを含めた病診連携のネットワ

ークを構築するなど、病診連携の取組みにおいても中心的役割を果たしてきた。平成

１８年には津久井赤十字病院副院長に就任するほか、同院が県の指定管理者制度に

より旧津久井郡内の県立３診療所の管理運営を行うことになったことに伴い、３診

療所の責任者に就任し、地域医療の充実に取り組んでいる。更には、医師会活動にも

熱心に取り組み、相模原医師会が運営する相模原西メディカルセンター休日急病診

療所の当番医を平成２２年から務めるほか、令和元年には地区部会長に就任、地域医

療研究会をはじめとした地域における学術的な研究会や研修会において中心的な役

割を担うなど、地域における指導的な役割を果たしている。加えて、自治医科大学の

医学生や卒業生を中心に後進の指導にも熱心に取り組んでおり、長きにわたり地域

医療を守ってきた功績は大変大きい。 
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宮﨑 光一（みやざき みつかず、６５歳） 

三重県 町立南伊勢病院・名誉院長 

   昭和５５年三重大学医学部卒。県立志摩病院勤務などを経て平成１９年に町立南伊

勢病院長に着任。医師不足が進行する中、院長と併せて医師２名体制で診療を行わ

ざるを得ないこととなった際には、応援非常勤医師の確保に奔走するとともに自ら

も日当直勤務を行い不眠不休で地域医療を支えるなど、日々の安定した医療提供に

尽力し、住民の安心を支えてきた。厳しい診療体制の中でも住民が求める新たな医

療サービスを提供するための取組みを行い、小児科・眼科の開設、初期救急対応の

２４時間３６５日体制化、訪問看護ステーションの開設、もの忘れ外来・禁煙外来

の開設などにより、小規模ではあるが７つの診療科を持つ総合的な病院の体制を築

き上げた。また、休診としていた診療所を約１０年ぶりに出張診療という形で再

開、在宅療養支援病院の施設基準を取得し２４時間ケア体制を整備するなど、こう

した取組みを通じて、同院が地域包括ケアシステムの拠点施設として小規模多機能

型病院を目指していくことを明確にした。更には南海トラフを震源とする大津波の

リスクを粘り強く行政や町議会等に訴え、同院の高台移転を果たすなど院長着任以

来、地域医療に果たした貢献は数知れず、令和３年には同院の名誉院長に就任。長

年にわたり地域医療を守ってきたその功績は極めて大きい。 

 

坂本 不出夫（さかもと ふでお、７１歳） 

熊本県 国保水俣市立総合医療センター・水俣市病院事業管理者 

昭和５０年東京慈恵会医科大学卒。昭和５４年より国保水俣市立病院（現 国保水俣

市立総合医療センター）に勤務し、４０年以上にわたり一貫して水俣芦北医療圏及び

鹿児島県の北薩地域の地域医療の第一線で活躍してきた。平成２年より平成１１年

まで救急センターの責任者として年間延べ８千人を超える救急患者の診療に尽力し、

平成１１年に副院長、平成１５年には院長に就任。病院の経営改善に尽力し、長年の

懸案事項であったリハビリ専門病院との統合や累積欠損金の解消を果たしたほか、

院長ヒアリングで職員の意見を直接聞くことにより職員のモチベーションを向上さ

せるとともに、地域に開かれた病院を目指して市民懇話会を開催。平成２２年の病院

事業管理者就任後は、同院が平成２２年にがん診療連携拠点病院、平成３１年に熊本

県地域医療拠点病院に指定され、令和元年には水俣芦北圏域で初めてのハイケアユ

ニット病床（ＨＣＵ）を整備したほか、鹿児島県北薩地域との県の枠を越えた医療連

携体制の構築に取り組むなど、地域医療の充実に繋がる取組みを継続している。ま

た、院外においても医師会役員や県行政の各種委員として精力的に活動しているほ

か、現在でも外科及び消火器センターで外来診療を行い、へき地診療所である附属診

療所にも自ら赴き週１回の診療を行うなど、継続して地域医療の現場の第一線に身

を置いている。地域の人口減少が続く中、２４時間３６５日断らない救急医療、２次

医療圏や県境を越えた医療連携に取り組み、将来にわたり存続可能な病院事業及び

地域医療体制の構築に向けて尽力してきた功績は極めて大きい。 
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４. 表彰式 

 

(１) 日時    ２０２２年３月５日（土） １５:００より 

(２) 会場  都市センターホテル 

〒102-0093 東京都千代田区平河町２－４－1 

(TEL) 03-3265-8211  (FAX) 03-3262-1705 

（３) 表彰内容   表彰状、表彰楯、副賞５０万円を授与 

以上 

【問合先】 

一般財団法人住友生命福祉文化財団 本部事務局  水谷 石橋 

〒532-0011 大阪市淀川区西中島５－５－１５ 

(TEL) 06-6304-8141 (FAX) 06-6304-8041 
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≪参考≫過去１４回の地域医療貢献奨励賞受賞者（敬称略） 
 

第１４回  （２０２０年度） （年齢は２０２０年１２月２３日現在） 

佐藤 元美（６５歳）     岩手県一関市 一関市国民健康保険藤沢病院・一関市病院事業管理者 

髙橋 一二三（６２歳）    山形県西置賜郡白鷹町 白鷹町立病院・管理者 

藤森 勝也（６０歳）     新潟県阿賀野市 あがの市民病院・院長 

丸山 敦（６８歳）       山梨県南巨摩郡身延町 身延山病院・院長 

大嶋 仙哉（８０歳）     和歌山県日高郡みなべ町 みなべ町立高城診療所・院長 

佐藤 立行（９３歳）     熊本県宇城市 佐藤医院・院長 

 

第１３回  （２０１９年度） （年齢は２０１９年１２月１３日現在） 

遠藤 秀彦（６７歳）     岩手県岩手郡葛巻町    国民健康保険葛巻病院 院長 

勅使河原 正敏（６５歳）  埼玉県秩父市        秩父市立病院 院長 

萩野 正樹（５８歳）     福井県南条郡南越前町  南越前町国民健康保険今庄診療所 所長 

丹羽 治男（５２歳）     愛知県北設楽郡東栄町  東栄医療センター センター長 

中島 恭二（６１歳）     滋賀県甲賀市        甲賀市立信楽中央病院 院長 

藤本 特三（６５歳）     和歌山県田辺市       紀南病院 内科嘱託 

 

第１２回  （２０１８年度） （年齢は２０１９年２月２３日現在） 

小窪 正樹 （６５歳）    北海道河西郡芽室町    公立芽室病院 院長 

柴野 良博 （６５歳）    岩手県下閉伊郡岩泉町  済生会岩泉病院 院長 

三澤 弘道 （６２歳）    長野県小県郡長和町    長和町・上田市組合立国保依田窪病院 院長 

木山 佳明 （６４歳）    兵庫県朝来市        公立豊岡病院組合立朝来医療センター 院長 

仲田 永造 （７１歳）    岡山県高梁市        医療法人仲田医院 院長 

詫摩 衆三 （６２歳）    福岡県田川郡福智町    医療法人たくまクリニック 理事長 

 

第１１回  （２０１７年度） （年齢は２０１８年２月２４日現在） 

小林 達 （６２歳）     山形県西村山郡  朝日町立病院 院長 

佐久間 暢夫 （５６歳）  山口県萩市     萩市国民健康保険川上診療所 所長 

鎌村 好孝 （５６歳）   徳島県徳島市    徳島県保健福祉部･次長(併)徳島県立中央病院地域医療科 部長 

主藤 久次 （６６歳）   長崎県対馬市    医療法人すとう内科医院 院長 

赤池 義昭 （８３歳）   宮崎県串間市    本城診療所 (元)所長 

髙石 利博 （７５歳）   沖縄県国頭郡    医療法人博寿会もとぶ記念病院 理事長(兼)院長 
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第１０回  （２０１６年度） （年齢は２０１７年２月２５日現在） 

阿部 吉弘 (６３歳）    山形県西置賜郡小国町      小国町立病院 院長 

鈴木 孝徳 (５６歳)    千葉県南房総市           南房総市立富山国保病院 院長 

金子 吉彌 (７０歳)    静岡県静岡市            大川診療所 所長 

中村 達 （６３歳）     奈良県桜井市             南奈良総合医療センター・ 

へき地医療支援センター長 

大原 昌樹 （５６歳）    香川県仲多度郡多度津町    綾川町国民健康保険陶病院 院長 

黒木 重三郎 （８７歳）   宮崎県東臼杵郡諸塚村     国民健康保険諸塚診療所 嘱託医、副所長 

 

第９回  （２０１５年度） （年齢は２０１６年２月２０日現在） 

土井 和博 （５９歳）    山形県酒田市              酒田市立八幡病院 院長 

岸本 秀文 （５５歳）    新潟県妙高市              新潟県立妙高病院 院長 

金田 道弘 （６１歳）    岡山県真庭市              社会医療法人 緑壮会 理事長 

政井 俊憲 （５６歳）    山口県阿武郡阿武町        阿武町国民健康保健福賀診療所 所長 

樋口 定信 （７０歳）    熊本県上天草市          上天草市立上天草総合病院 事業管理者         

馬場 宏敏 （５８歳）    大分県中津市            中津市国民健康保健槻木診療所 所長 

 

第８回  （２０１４年度） （年齢は２０１５年２月２１日現在） 

山田 昌弘 (６０歳）     山形県東置賜郡川西町      公立置賜総合病院 副院長 

藤井 佑二 (７０歳）     東京都大島町             大島医療センター 院長 

南 眞司 （６６歳）      富山県南砺市             南砺市政策参与、地域包括医療・ 

                   ケア局地域包括課顧問 

二村 昭 （７２歳）      三重県南牟婁郡紀宝町      紀宝町顧問 

濵田 邦美 （５１歳）    徳島県那賀郡那賀町         相生包括ケアセンター センター長 

鈴木 済 （５５歳）      鹿児島県薩摩川内市        里診療所 所長 

 

第７回  （２０１３年度） （年齢は２０１４年２月８日現在） 

朝比奈 利明 (５５歳）   山梨県南巨摩郡身延町      身朝延町早川町組合立飯富病院 院長  

後藤 忠雄 (４９歳）     岐阜県郡上市和良町     郡上市地域医療センター センター長 

高見 徹 (６４歳）       鳥取県日野郡日南町         日南町国保日南病院 院長 

渡辺 俊晴 (６０歳）     香川県高松市塩江町         高松市民病院塩江分院 院長 

菊池 良夫 (５３歳）     愛媛県西予市宇和町        西予市立宇和病院 副院長 

坪山 明寛 (６７歳）     大分県豊後大野市清川町     社会医療法人関愛会清川診療所 所長 
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第６回  （２０１２年度） （年齢は２０１３年２月２３日現在） 

須貝 昌博 （５９歳）    山形県西村山郡西川町 西川町立病院 院長 

中谷 武 （５５歳）       福島県南会津郡南会津町 医療法人南嶺会なかやクリニック理事長 

吉嶺 文俊 （５２歳）    新潟県東蒲原郡阿賀町    新潟県立津川病院 院長 

浦岡 秀行 （５３歳）    徳島県海部郡牟岐町   徳島県立海部病院 部長 

小野 歩 （５５歳）       高知県幡多郡大月町   大月町国民健康保険大月病院 院長 

金丸 吉昌 （５８歳）     宮崎県東臼杵郡美郷町 美郷町地域包括医療局 総院長 

 

第５回  （２０１１年度） （年齢は２０１２年２月１８日現在） 

渋間 久 （６０歳）       山形県新庄市  県立新庄病院 副院長 

田原 邦朗 （５４歳）    東京都西多摩郡檜原村 檜原村国民健康保険檜原診療所 所長  

蜂谷 春雄 （５６歳）     富山県高岡市  高岡市民病院 内科主任部長 

橋本 宏樹 （６０歳）     石川県白山市  公立つるぎ病院 副院長兼吉野谷診療所                                        

      所長兼中宮診療所 所長                

細江 雅彦 （５６歳）     岐阜県恵那市  市立恵那病院 管理者 

阿部 顕治 （５５歳）     島根県浜田市  浜田市国民健康保険弥栄診療所 所長 

茶川 治樹 （５８歳）     山口県岩国市  岩国市医療センター医師会病院 副院長 

永吉 正和 (７２歳）     熊本県天草市  天草市病院事業 管理者 

 

第４回  （２０１０年度） （年齢は２０１１年２月１９日現在） 

木村 康一 （５５歳）    宮城県登米市  医療法人社団緑水会米川診療所 所長 

小野 剛 （５３歳）      秋田県横手市  市立大森病院 院長 

鈴木 啓二 （５９歳）    福島県会津若松市         福島県立会津総合病院 院長 

折茂 賢一郎 （５２歳）  群馬県吾妻郡長野原町  西吾妻福祉病院 管理者 

濱﨑 豊 （５６歳）      熊本県天草市  国民健康保険天草市立新和病院 院長 

長松 宜哉 （５６歳）    大分県大分市  社会医療法人関愛会 理事長 

 

第３回  （２００９年度） （年齢は２０１０年２月２７日現在） 

関口 忠司 （５５歳）    栃木県那須烏山市      南那須地区広域行政事務組合立 

     那須南病院 院長 

辻 博 （５５歳）        富山県黒部市   黒部市民病院 理事 

髙田 孝 （７１歳）      石川県白山市          公立つるぎ病院 名誉院長 

河合 邦夫 （５２歳）    福井県南条郡南越前町  河野診療所 所長 

赤木 重典 （５７歳）    京都府京丹後市  京丹後市立久美浜病院 副院長 

本永 英治 （５３歳）    沖縄県宮古島市  沖縄県立宮古病院 医療部長 
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第２回  （２００８年度） （年齢は２００９年２月２８日現在） 

青沼 孝徳 （５６歳）    宮城県遠田郡涌谷町   涌谷町町民医療福祉センター  センター長 

大森 英俊 （５４歳）    茨城県常陸太田市     医療法人大森医院 院長 

山田 寛 （４９歳）      静岡県静岡市葵区     静岡市国民健康保険井川診療所 所長 

廣内 幸雄 （５５歳）    和歌山県伊都郡高野町  高野町立高野山病院 院長 

渡邉 賢司 （５７歳）   鳥取県岩美郡岩美町   岩美町国民健康保険岩美病院 院長 

春口 洋賜 （５７歳）    熊本県球磨郡多良木町  球磨郡公立多良木病院 副院長 

 

第１回  （２００７年度） （年齢は２００８年２月８日現在） 

 葛西 智徳 （４７歳）    青森県三戸郡三戸町   国民健康保険三戸中央病院 副院長 

 布施 克也 （４９歳）    新潟県十日町市       県立松代病院 院長 

 奥野 正孝 （５４歳）    三重県鳥羽市    鳥羽市立神島診療所 所長 

 榊原 均 （５２歳）      島根県隠岐郡海士町   海士町国民健康保険海士診療所 所長 

 津田 俊彦 （５２歳）    長崎県五島市奈留町   長崎県離島医療圏組合奈留病院 院長 

今隈 満 （５８歳）      鹿児島県肝属郡南大隅町      今隈医院 院長（開業）  

 
以上 


